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Deep learning-based detection of cervical lymph nodes in CT
images along with identification of metastases

〇Keita Takeda1, Takayasu Matsunari1, Hiroyuki Takada2, Eiji Mitate3, Seigo Ooba3, Kinuko Ogata3, Shun
Narahara3, Tomoya Sakai2, Izumi Asahina3 (1.Computer and Information Science Program, School of
Engineering,Nagasaki University, Nagasaki, Japan, 2.Graduate School of Engineering, Nagasaki
University, Nagasaki, Japan, 3.Department of Regenerative Oral Surgery, Graduate School of Biomedical
Sciences, Nagasaki University, Nagasaki, Japan)
 
 
ポスターを表示 
 
【緒言】口腔がんの治療計画立案においては頸部リンパ節転移の評価が必要であり、 CTおよび超音波検査による
画像診断が行われる。 CT画像において頸部リンパ節（ LN）領域を特定し、転移の有無を調べる必要がある。そ
の際、 LN領域の切り抜き方法によっては転移に関する画像特徴が失われている可能性があった。その解決策とし
て、画像の LN領域のリサイズを避け、検出および識別を同時に行う画像認識技術について、我々は昨年度の本総
会で発表した（石川ら2019）。このとき、 CT画像全体から畳み込みで抽出した特徴の組合せは、 LNの検出やが
ん転移の有無の識別に有効な情報を持つことが明らかとなっている。 
 
　本研究では、この研究で示された画像認識技術に対し、教師画像を追加した場合や、データ拡張の有無による
識別性能の推移を探り、誤検出や検出漏れの傾向を調査し、性能向上を図ることとした。 
 
【対象】訓練データは長崎大学病院口腔外科での手術療法施行例を用いた。全例術前 CTと術後病理検査結果を利
用している。 
 
【方法】画像認識方法は R-CNNにより CT画像から LNの検出とがん転移の有無を識別した。訓練データの CT画
像の各 LNに対し、その領域とがん転移の有無を表すラベル付与作業を施行した。 
 
【結果】先行研究ではチャンスレートを上回る性能を示したが、そこから発展して訓練データの増加に基づく性
能向上と検出、データ拡張の有無による変化、識別失敗の傾向を報告する。
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